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神奈川県での桜の開花も間近に迫ってい

た快晴の 3 月 23 日（日）第 14 回原発ゼロ

へのカウントダウン in かわさき集会”が川

崎市の中原平和公園で開催されました。 

国は東京電力福島第一原発事故の後“原

発の依存度を可能な限り低減する”との方

針を維持してきましたが、石破自公政権は

“原発を最大限活用する”と明記した第７

次エネルギー基本計画を 2 月 18日の閣議で

決定し原発回帰へ大きく舵を切りました。 “原発はいらない”とプラカードを掲げる集会参加者 

この政府の無謀な決定に反対し原発廃止を求める世論と運動が全国に広がるなかで開催

された“かわさき集会”には 800 名が結集し「原発ゼロ、再生可能な自然エネルギー

100％の社会実現」を求めて声を挙げ市民にアピールしました。県南支部では金崎書記長、

佐藤執行委員、赤羽特執、合同分会の益山さん、河野さん、根井さん、和泉さん、大島さん、

宮田さんの９名が参加しました。集会には能登半島地震と豪雨災害被災地の珠洲市から北

野進さんがスペシャルゲストとして参加し、復旧・復興が進まない被災地の現状とともに

2003 年に珠洲市での原発建設を断念させた市民運動の経緯を報告しました。北野さんは原

発建設予定地が能登半島地震で大規模な地殻変動があった場所であり、建設を阻止した意

義の大きさを実感したと述べました（志賀原発は震災時に稼働していませんでした）。 

スペシャルゲスト 2人目の満田夏花さん（ＦoＥ ＪＡＰＡＮ事務局長）は“原発がダメ”

な理由を科学的な根拠・データに基づいて

明らかにしました。続いて各種市民運動の

仲間の発言があり、昨年の集会に続いてい

わき市内で家族とともに福島第一原発事故

に遭遇した鴨下美和さんが再び発言しました。 

閉会挨拶は“かわさき集会”共同代表の

三島弁護士が行ない、その後集会参加者は

武蔵小杉駅前までのパレードに出発し原発

ゼロを市民にアピールしました。 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

原発ゼロへのカウントダウン inかわさき！ 

原発回帰は許さない！草の根の運動広げて 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県南支部は、大震災と豪雨災害からの復旧・復興が遅れている能登半島の現状に鑑みて建交労

中央本部が昨年 1月 11日に呼びかけたカンパ活動を今年も継続しますのでご協力をお願いします。 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 


